
水田や低湿地に生える、高さ15-50cmの軟弱な一年草。茎は中央付近で多数枝を出す。葉は3-6個ずつ輪

生し、長さ2-6mm、幅2-4mm。花穂は茎頂と枝先に直立し、長さ2-5mmになり、幅4-5mm。花は白または

淡紅色で密につき、雄蕊を含めると長さ約3mm。8-10月に開花。花糸の毛は目立たない。

県内では2ヶ所で確認されている。そのうちの1ヶ所で
は、太陽光パネルの設置により生育地の一部が改変さ
れた。2020年版でBランクからAランクに変更した。

土地の改変および耕作放棄による消失が懸念される。
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■ 特記事項

■ 保護上の留意点

写真提供：松岡成久

■ 種の概要

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界

■ 県内分布

東播磨、丹波

■ 国内分布

本州、四国、九州、徳之島

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

シソ科

兵庫県ランク…ミズネコノオ
環境省ランク… NTPogostemon  stellatus  (Lour.) Kuntze


